
 

 

 

 

2023年 9月 29日 

各 位 

会 社 名 株式会社サンエー 

代 表 者 名 代表取締役社長 新城 健太郎 

 （コード：2659、東証プライム） 

問 合 せ 先 経営企画部長兼財務部長 玉寄 雅人 

 （TEL. 098-898-2230） 

 

業績予想の修正に関するお知らせ 

 

最近の業績の動向等を踏まえ、2023年４月５日に公表いたしました 2024年 2月期（2023年３月１日～2024年２月 29

日）の第２四半期累計期間および通期の業績予想を下記の通り修正いたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

１． 連結業績予想数値の修正について 

（１）2024年２月期第２四半期累計期間（2023年３月１日～2023年８月 31日） 

 営業収益 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 

する四半期純利益 

１株当たり 

四半期純利益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

112,962 

百万円 

6,271 

百万円 

6,442 

百万円 

4,208 

円 銭 

138.54 

今回修正予想（Ｂ） 114,850 8,440 8,630 5,600 181.19 

増 減 額（Ｂ－Ａ） 1,887 2,168 2,187 1,391 ― 

増 減 率（ ％ ） 1.7 34.6 33.9 33.1 ― 

（ご参考）前期第２四半期実績 

（2023年 2月期） 
106,836 5,619 5,813 3,817 123.54 

 

（２）2024年２月期通期（2023年３月１日～2024年２月 29日） 

 営業収益 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 

する当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

222,202 

百万円 

11,683 

百万円 

12,000 

百万円 

7,898 

円 銭 

255.58 

今回修正予想（Ｂ） 224,090 14,140 14,470 9,480 306.70 

増 減 額（Ｂ－Ａ） 1,887 2,456 2,469 1,581 ― 

増 減 率（ ％ ） 0.8 21.0 20.6 20.0 ― 

（ご参考）前期実績 

（2023年 2月期） 
213,522 11,190 11,554 7,569 244.95 

 



 

２． 個別業績予想数値の修正について 

（１）2024年２月期第２四半期累計期間（2023年３月１日～2023年８月 31日） 

 営業収益 経常利益 四半期純利益 
１株当たり 

四半期純利益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

108,618 

百万円 

5,451 

百万円 

3,821 

円 銭 

123.65 

今回修正予想（Ｂ） 110,390 7,310 5,110 165.33 

増 減 額（Ｂ－Ａ） 1,771 1,858 1,288 ― 

増 減 率（ ％ ） 1.6 34.1 33.7 ― 

（ご参考）前期第２四半期実績 

（2023年 2月期） 
103,010 4,971 3,448 111.60 

 

（２）2024年２月期通期（2023年３月１日～2024年２月 29日） 

 営業収益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

213,559 

百万円 

9,944 

百万円 

6,970 

円 銭 

225.57 

今回修正予想（Ｂ） 215,330 12,130 8,480 274.35 

増 減 額（Ｂ－Ａ） 1,770 2,185 1,509 ― 

増 減 率（ ％ ） 0.8 22.0 21.6 ― 

（参考）前期実績 

（2023年 2月期） 
205,751 9,778 6,824 220.84 

 

３．修正の理由 

第２四半期累計期間の業績予想につきましては、新型コロナウイルス感染症の５類感染症への移行に伴い、行動制限

や感染対策が大幅に緩和されたことや、外出需要回復及び沖縄県への入域観光客の増加、物価上昇による単価の上昇等

により、営業収益（売上高及び営業収入）が想定を上回りました。販売管理費につきましても、電気使用量の削減に加

え、国による「電気料金激変緩和対策事業」や内閣府及び沖縄県による「沖縄電気料金高騰緊急対策事業」の実施によ

り光熱費の高騰が抑えられたこと等により、当初想定を下回る見込みであることから、営業収益、営業利益、経常利

益、親会社株主に帰属する四半期純利益、１株当たり四半期純利益について、前回予想から上方修正いたします。 

また、通期につきましても、エネルギー価格の高止まりや継続的な物価上昇などの不安から、消費者の生活防衛意識

はこれまで以上に高まっており、不透明な状況が続くことが想定されますが、第２四半期累計期間の見通しを勘案し、

前回発表予想を上方修正いたします。 

 

 

【業績予想に対する留意事項】 

  本資料に掲載されている当業績予想等詳細に関する事項は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成

したものであり、実際の実績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があります。 

以 上 


